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大 洲 民 報 2020 年 3 月 15 日 
日 本 共 産 党 

大洲市委員会 

23-3271 

39-2915 

 梅木市議の質問に対する企画情報課の回答です。 

 カッコ内は予算で、単位は千円です。 

新市になってから過去最高の３０２億円 

全会計の総額で、２３億４２９８万円４．９％の増。 

 ２０２０年３月当初予算は、一般会計３０２億２７００万円が予算化され

ました。 

 二宮市長は、議案説明で、『一般会計は、１６億６０００万円、５．３％

増、全会計の総額では、２３億４２９８万円の４．９％の増。一般会計、及

び全会計の予算額としては、合併以来、新市になってから過去最高の額にな

った。』としました。 

  合併特例が延長され、災害の手当が国からされたことによるものです。本

市の被災者支援と災害対策がしっかり行われている予算か検証されるのが

今回の課題でもあります。 

＜予算の主なもの＞ （おもには新規のものを紹介します） 

 勤慢管理システム経費：２，４８６ 

 学校給食費公金会計システム改修業務委託料：１，３３８ 

 支線見直しデマンド実証運行委託料（平野 阿蔵）     

  合併振興基金積み立て５億円 

 市民文化会館基本構想・基本計画策定業務 予算計上なし 

 介護施設開設準備助成事業補助金：１５，１０２ 

認知症高齢者グループホーム１８人×８３９千円（県補助） 

肱南保育所・三善保育所解体設計業務委託：１，４７４ 

 肱南地区認定子ども園施設整備事業：２６３，０１５ 

 三善・八多喜地区認定子ども園施設整備事業：９．４６８ 

喜多医師会病院内保育所地域型給付費：５０，４９２  （国県負担全額） 

   院内保育所に地域から６名の方が入所できるようになります。 

 子育て支援センター準備経費：２，１６９ 

  小児科診療所新規開業促進事業補助金：３０，０００ 

  循環型社会形成推進地域計画作成業務委託料 ：８，９２１ 

環境センター 更新のため 

                 後は次号に続く 

 

 


